
【調査の概要】
調査期間：2021年6月21日（月）～2021年7月30日（金）

調査対象：全学部生　26,874人
回答数：1,200人
回答率：4.5%

学部 法 文 経営 国際文化 人間環境 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ﾃﾞｻﾞｲﾝ工 GIS

回答者数 170 184 120 65 72 62 57 37
対象者数 3,421 2,825 3,088 1,053 1,423 1,229 1,197 420
回答率(%) 5.0% 6.5% 3.9% 6.2% 5.1% 5.0% 4.8% 8.8%

学部 経済 社会 現代福祉 ｽﾎﾟｰﾂ健康 情報科学 理工 生命科学 合計

回答者数 90 113 53 26 40 59 52 1,200
対象者数 3,711 3,004 962 721 633 2,277 910 26,874
回答率(%) 2.4% 3.8% 5.5% 3.6% 6.3% 2.6% 5.7% 4.5%

学年 1年 2年 3年 4年 合計

回答者数 441 335 206 218 1,200
対象者数 6,834 6,436 6,565 7,039 26,874
回答率(%) 6.5% 5.2% 3.1% 3.1% 4.5%

性別 男性 女性 合計

回答者数 492 708 1,200
対象者数 16,394 10,480 26,874
回答率(%) 3.0% 6.8% 4.5%

キャンパス 市ヶ谷 多摩 小金井 合計

回答者数 767 282 151 1,200
対象者数 14,656 8,398 3,820 26,874
回答率(%) 5.2% 3.4% 4.0% 4.5%

２０２１年度　学生生活実態調査

調査方法：Webアンケートによる調査

分析：調査の集計は学生センターが行い、その分析を市ヶ谷副学生センター長 高橋　慎（経営学部准教
授）が行った。

調査結果に関する報告 

 
 以下、当調査より得られた数値をもとに、本学の典型的な学生像を把握することを目的

とし、報告する。当報告書において以下で掲載される統計の形式の関係上、平均値でなく、

最頻値や分布・割合に注目する。キャンパス別・学部別・学年別・性別の差異に関しては、

特筆すべきものが確認された場合に限り、報告する。経年変化については、例年と比べ特

段の顕著な特徴がなかった場合はあえて言及しない。なお、コロナ禍の状況を受け昨年度

から追加された質問項目を本年度も引き続き採用した。以下で必要に応じて言及する。 
 

Ⅰ 生活 

 

１．通学・住居（Ｑ１～Ｑ４） 

 履修日数について、キャンパス・学部・学年・男女で比較すると、とりわけ「学年」に

よる違いが顕著だった。例年は「通学」日数をたずねる質問だったが、昨年度と同様にコ

ロナ禍により通学がかなわなかったため「履修」日数をたずねた。最頻値は、1 年生と 2 年

生は週 5 日、3 年生は週 4 日および週 5 日、4 年生は週 1 日だった。 
 各学年について履修日を曜日で特定すると、月曜から金曜までほぼ同程度だった。1 年生

は土曜日も 34.7%が履修しており、2・3・4 年生と比べて多かった。 
 通学時間はキャンパスで違いがあり、市ヶ谷は 1 時間～1 時間 30 分未満が 40.3%と突出

していた一方、多摩は 30 分～1 時間未満、1 時間〜1 時間 30 分未満、1 時間 30 分〜2 時間

未満がほぼ同程度（順に 24.5%、23.0%、24.1%）、小金井は 1 時間～1 時間 30 分未満と 1
時間 30 分～2 時間未満が多かった（順に 22.5%と 25.8%）。また、2 時間以上の割合は、多

摩と小金井が市ヶ谷よりも顕著に高かった（順に 15.6%、17.2%、4.7%）。 
 自宅生か自宅外生かもキャンパスによって違いがあり、自宅外（アパート等）から通う

学生の割合は、多摩が、市ヶ谷と小金井よりも高かった（順に 41.8%、23.6%、19.9%）。

学部別にみると、自宅外の割合が最も高かったのは現代福祉学部の 49.1%、最も低かった

のは人間環境学部の 13.9%だった。 
 昨年度と同様、コロナ禍において、自宅外生に限定して「春学期期間中はどこで過ごし

たか」をたずねた。「ずっと自宅外」は 70.8%と昨年度の 43.8%から大きく上昇した。一方、

「ずっと自宅」は 10.9%と昨年度の 28.8%から大きく低下した。残りの 18.2%は自宅と自

宅外を組み合わせており、「最初は自宅で途中から自宅外」が 10.3%、反対に「最初は自宅

外で途中から自宅」が 7.9%だった。途中で移った理由は「対面授業を受けるため」が 48.3%、

反対に「対面授業の履修がないため」が 25.0%だった。ついで「アルバイトをするため」

が 18.3%だった。学年別にみると、１・2・3 年生は「対面授業を受けるため」が最も多か

った（順に 45.5%、65.0%、80.0%）。一方、4 年生は「就活のため」が 61.5%と最も多かっ

た。また、1 年生は「対面授業の履修がないため」も 40.9%と多かった。 
 住まいの紹介者は、最も多かったのが「外部の不動産会社」だった（52.0%）。ついで「イ

ンターネット」と「大学（大学推薦寮、大学が委託する不動産業者を含む）」だった（順に

19.1%、18.2%）。学部により若干の差異はあったが、キャンパス別の目立った差異は確認

されなかった。 
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